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求
め
つ
れ
。

す
必
、
去
の
で
ー
な
郡
一
山
か
一
J

の
制
約
は
免
れ
な
い

「
〕
ハ
7
1
♂
〕
り
上
寸
に
問
す
る
被
山
花
一
ザ
ハ
、
の
干
張

υ
引
を
検
討
？

Z
J
m
j
u
v、
羽
4
脊
査
字
詰
担
当
利
丸
ハ
バ
叩
命
令
山
判
57υ
、
高
告
に
古
す

、
u
w
i主
干
り
国
刈

ζ

；
I
F－
－

 

叫
間
程
喧
し
い
い
う
の
一
よ
司
リ
、
配
市
甘
い
叫
乃
木
符
は
飽
の
内
山
口
出
の
y

土
分
汁
三
殺
を
も
中
f

め
肌
】
パ刊

を
吠
出
し
＋
ハ
こ
と
は
な
い
こ
と
等
主

二台一リ山川、
md
同
九
三
刑
者
同
名
内

度～
γ
慣
用
し
て
い
る
の
ご
め
3

：
、
一
れ
ピ
加
↑
八
一
員
店
主
十
九

4
問
通
常

J

掛
か
工

J

き
司
市
ト
ド
（
り
全
店
J

んは

記
ぷ
｛
ル
宝
仙
申
f
iんに山、司
VJ1
工
、
ポ
十
f

の
事
務
折
中
の
支
が
～
が
必
要
に
日
Q

に
1

－
て
も
、
取
灯
村
う
い
叫
べ
仰
を

一
種
に
限
定
μ

な
け
れ
以
十
八
九
阪
拘
告
川
川

内
の
長
距
り
官
庁
び
以
内
4

心
抑
品
よ
い
放
出
r

A

V

と
と
の
で
き
な
い
主
－
皮
の
附
弁
ぶ
ん
で
ず
匂
相
レ
ー
の
孟
机
れ
性
が
あ
る
」
1
y

は
明
ら
mM
で
は
な
い
と
い
～
〉
＼

な
一
で
占
め
る
」

五
日
付
い
と
し
て
い
切
I
C
民
で
剖
問
主

μ
し
託
市
し
て
い
る
に
め
、
品
」
机
ヮ
じ
以
W
増
加
に
よ
〉
て
一
明
務
日
川
町
ヘ
ナ
る
と
怖
い
円
高
へ
は
十
丁
必
ず
る
か
、

、
円
／

出

T

～
叶
聞
の
ん
礼
什
や
同
収
、
出
来
主
ル
ハ
リ
心
中
八
中
起
仕
〆
し
て

る
制
限
と
し
亡
一
山
川
宍
れ
な
い

川杭
W

祈
聞
北
4
U
T
m
Jじが叫め
k
い
〆
ず
る
亡
一
〕
一
は
叶
悶
悶
誌
の
け
片
に
」
巧
ず

紙
杭
が
品
川
加
L
～
場
合
、
＝
一
m
事
川
ん
町
一
全
至
心
と
め
」
現
状
一
名
J

μ

h
も
名
く
り
教
育
担
ν」
苦
が
勤
薄
日
間
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取
り
吸
う
戸
川
一
位
ぞ
杭
に
制
限
、
九
九
快
け
れ
ば
区
一
山
仰
の
玖
序
以
前
い
刊
に
支
仰
が
ル
ナ
〕
令
判
レ
ン
の
J

志
帆
仕
が
あ
る
こ
〉
が
ぷ
め
コ
れ
る
と
な
い
f

」ない」、」

hy
記
、
同
吾
川
r
h
J
一
一
回
、
川
、
民
品
川
紙
の
内
行
岩
査
は
注
意
に
は
あ
た
ム
な
い
「

二
一
）
規
制
の
品
要
性
幅
合
理
性

ポ
ム
バ
拘
村
J

古
の
苅
聞
紙
の
問
似
の
円
向
、
対
ず
る
制
限
り
桂
川
立
山
、
監
獄
内
の
規
－
叫
此
び
供
同
の
地
料
工
的
x
m
E
』
る
と
こ
の
り
て
き
ぷ
L
r丸山叫
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mu
陪
ハ
ー
の
た
刊
の
防
止
の
た
め
に
£
去
か
コ
ヘ
品
片
的
な
拓
国
に
、
／
L

ま
る
べ
き
ょ
）
の
で
あ
る
ー

パ
、
被
慢
誓
利
益
の
重
大
叶
土

今
般
ご
、
事
交
の
ぷ
道
に
勺
い
乙
J

九
段
直
存
…
い
れ
は
、
日
刊
道
（
わ
け
昨
社

A
Y
迅
速
泣
か
絞
っ
こ
し
の
さ
！
γ
」
間
三
て
い
る
の
て
と
ノ
り
、

校

に
公
日
ハ
也
カ
高
日
れ
ば
荷
山
「
い
ヘ
ノ
て
わ
十
代
衣
M
U
じ
も
の

1
d

了
、
ー
バ
ム
り
、
同

4

象
て
あ
っ
て
J
Y
J
J
J誠心
λ

モi
f－
ず
る
ほ
逼
件
社
の
げ
ワ
ヌ
ん
や
ほ

h
相一べ？
J

r

J

韮
L
が
い
杭
遣
の
有
且
…
な
レ

L
H色
宮
内
省
一
ド
ー
六
戸
一
ぷ
た
門
L

イ一人け

1
7
T
3
nら
で
お
る
こ
い
」
は
沢
知
で
た
る

そ
広
三
二
つ
よ
も
ノ
二
斗
宋

〆

u

t

r

ム、

注
や
民
一
昨
年
ケ
オ
指
｝
、
ま
た
考
λ
ん
の
注
μ

に
よ
っ
て
異
な
る
抗
出
、
mf
コ
い
は
材
可
多
様
な
報
芝
♂
一
オ
ャ
Q

」
一
は

γ

買
え
の
］
ム
町
、
ハ
什

2
3
ハ

刊
の
mJMWを
々
、
役
室
。
－
で
つ
に
l
J
十
義
心
基
盤
乙
な
る
？
も
の
で
ー
れ
る
。
寸
一
世
言

u
向
か
つ
ひ
、
払
〆
け
の
多
場
な
悩
伯
税
に
什
か
っ
さ
肌
柄
引

すム（山一和国
z〆一
U
4
h
f
二
、
い
る
も
の
で
あ
る
ご
と
は
公
引
り
事
実
で
あ
る

J

杭
問
問
ム
訂
以
口
山
市
川
は
常
一
山
山
1
1
H
同
障
さ
れ
る
ヘ
き
も
日
立
お
へ
そ
れ

は「一一
μ
実口
N
J
U
M
恒
及
口
氏
、
工
、
I
義
的
問
値
b
L
J
基
結
付
行
〆
一
札
、
料
開
山
K
7
ご
の
＋
ー
ー
ら
に
必
J
7
f
b
情
報
ノ
〆
f
h、い三
Q

る
肢
た
で
あ
り
Q
l

「京
7
－
て
、
被
詮
お
人
は
凶
午
、
ふ
り
、
去
刀
4
0
7
A由
、
報
道
の
｝
」
出
に
市
J
U
V

コH
T用
い
な
行
れ
は
［
は
ふ
た
い
の
で
あ
三
、
、
こ
は
！
～
山
立
場

心
悦
岐
部
人
が
か
’
ぬ
る
新
聞
与
試
の
多

K
L正
υ
均
か
f
F

一
心
収
vwvJJMK時
や
、
一
れ
に
烹
づ
く
圭

j

報
γ
L
z
p
」
え
む
判
山
道
心
主
要
刊
ル
看
過
す
る
か
の
℃

な
一
扶
一
ピ
七
づ
こ
と
は
、
恨
め
て
μ人
当
と
あ
る
」
〈

一
叶
聞
各
紙
が
虫
r川
の
止
坊
に
よ
る
取
材
活
引
に
よ
り
刊
に
半
ふ
ん
は
%
U
Z
一
町
山
下
実
に
対
「
お
ま
け
ω

ば
い
し
論
一
J

寸
の
お
い
報
？
つ
い
一
）
は
、
こ
れ

を
男
、
兵
吾
尽
に
仇
取
す
る
こ
；
、
J

主
叫
な
の
戸
あ
フ
て
、
店
告
が
は
の
制
百
観
志
づ
き
E
U
択
し
ル
一
新
聞
祇
V

事
実
示
直
－
一
川
町
l
M
r

を／
J

U
記

事
F
U
浅
次
的
な
悶
叫
が
制
約
さ
れ
る
こ
己
出
、
－
叶
問
紙
心
悶
読
の
山
庄
の
お
一
凶

F
t布
切
っ
る
重
大
k
制
約
い
え
7

匂ュ

サ

Y

人
れ
に
一
宇
匂
叶
町
車
山
河
は
、
ー
ニ
〈
一
杓
叶
J
V
U

比山
h
p，
ピ
旧
日
間
こ
止
ん
だ
場
合
同
」
ピ
一
、
立
町
川
本
読
む
代
守
的
な
万
法
で
為
る
と
は
v

い
叩
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「
差
入
札
主
ん
け
る
こ
と
に
よ
り
者
説
ぷ
？
”
挫
で
あ
る
こ
と
を
考
主
に
一
へ
れ
て
も
な
石
、
六
阪
拘
置
羽
に
お
乙
よ
疋
川
恰
ー
一
仇
ず
る
こ
し
〈
が
て

主
る
泊
常
山
た
り
い
帆
撞
L
と

村
十
帆
に
制
限
ム
q

一
句
、
と
に
よ
れ
よ
長
約
染
者
川
三
丸
山
内
る
不
利
益
山
山
、
よ
決
什
ベ
公
、
＃
つ
の
、
丹
市
日
れ
の
唱
訟
｛
J
H力
に
吋
干
、
川

え
h

れ
る
制
限

ωげ
に
山
総
主
ひ
に
制
限
？
れ
る
ー
口

H
の
内
容
及
び
刊
立
に
か
ん
が
み
、
中
ん
で
あ
る
」
「

規
制
の
弘
要
性
・
合
理
性

ポ
ム
バ
拘
村
J

古
ば
、
川
一
一
行
川
ポ
問
M
m
～
汁
一
一
ノ
制
約
の
拓
国
外
に
刀
い
こ
は
、
原
則
」
し
て

丹
、
市
平
山
〈

L
亡
の
一
日
刊
J
L
A
r阿
が
れ
る
べ
き
わ
で

あ
ム
匂
か
り
」
、
蛇
獄
内
の
規
品
川
平
和
序
剖
竹
村
の
た
わ
め
間
伐
制
限
出
、

ー
的
述
成
の
た
め
に
真
一
二
立
を
／
認
め
フ
れ
る
限
皮
P

Y

一
ど
め
つ
れ
る
へ
き

ー
あ
る
じ
L

訓
読
し
明
日
る
新
同
心
位
判
明
や
誌
の
制
限
人
y
～
一
止
ら
一
に
A
円
単
位
の
な
い
削
限
立
あ
る
と
♂
る
こ
と
に
ー
さ
な
い

汀
れ
ば
一
何
宝
三
ふ
ず
る
相
斗
ゾ
ナ
汁
渋
川
が
え
る
こ
ヤ
し
は
、
町
一
ら
か
じ
は
、
ケ
ペ
一
拘
埜
さ
引
い
て
い
な
げ
れ
は
川
常
定
辺
浩
次
で
き
る
は
「

パ
、
本
河
川
唱
芯
規
制
L
V
｝
か
あ
さ
な

心
一
般
の
霊
［
片
山
桃
を
巳
の
忍
拡
に
従
〉
て
淫
A
4
！
一
一
～
一
ド
同
ぷ
寸
る
と
L

が
げ
き
L

ふ
く
な
る
ポ
件
購
読
規
制
は
、
そ
心
購
読
中
立
ぞ
守
｝
し
に
ぷ
い
い

出
獄
の
引
は
4
u
i
L
V
P
L

勺
ず
之
慌
時
計
門
の
発
牛
ヤ
灼
什
す
る
？
め
に
必
要
一
カ
コ
行
一
雲
山
L

品
川
開
山
川
小
措
置
と
ハ
一
っ
こ
y

は
到
底
で
さ
な
U
ニ
ハ
う
ぺ
L
f
t

あ
ハ
ω

（
一
一
一
、
裁
量
血
税

一
一
の
た
め
、
「
大
阪
句
器
所
言
U
刊
出
は
哨
一
7υ

く
一
〆
た
「
な
欠
く
J
L

の
で
あ
打
、
忠
誠
山
山
山
凶
作
イ
忠
則
一
八
六
条

一
点
に
よ
り
監
獄
り
誌
に
山
U
ト
j
さ
れ

L
J
h

仇」
μ

ほ（
υ
粒
凡
4

む
と
主
抗
、
需
7
山
上
何
店
印
さ
れ
た
新
聞
紙
ど
矧
計
ミ

Q
j
J
川
な
一
伝
半
ー
す
る
h

バ
土
エ
い
な
処
分
k

め
る
と

t
フ
ヘ
き
で
の
ふ
jc
一

国
家
賠
償
法
ト
一
の
逼
失
の
不
存
在

本
い
に
し
釘
汁
る
処
分
ま
で
心
問
、
本
件

rZヰ
疋
ぷ
本
件
制
則
♂
宥
効
性
に
つ
き
、
り
た
務
与
に
淀
l
t
h
y
－
子
一
決
hu
解
釈
を

x、
れ
～
こ
L

は
に

い
c
」
本
件
時
引
出
世
制
に
よ
る
川
引
っ
剖
問
時
訟
の
ギ
叶
同
日
弘
法
で
は
な
い
乙
し
日
乞
一
小

ν

～
裁
判
例
が
あ
り

（
兄
妹
川
氏
、
ャ
成
一
ー
ハ
～
μγ

ハ円）

な
J
h
裁
円
以
一
平
成
六
ペ
サ

月

パ
I
L
J古
川
し
、
ぞ
れ
つ
は
ほ
r同
裁
決
定
一
干
成

f
A
1
有

H
－に
よ
り
情
～
こ
し
た
、
ま
と
。
一
各
止
の
拘
置

ケ
一
ユ
J
J
L
l
h
、

円
I
1
1
l

し
一
一
ー

λ

い
別
院
に
わ
た
り
本
件
講
口
一
山
茂
制
、
一
川
山
仰
の
場
制
が
な
ミ
れ
て
い
た
」
ハ

γ
一わ

ι
め、

い
ん
入
取
何
百
川
交
に
っ
こ
、
本
ψ

不
許
吋
処
げ
の
前
回
九
九

wmv伽
江
施
行
荒
川
八
六
条
一
広
に
よ
り
付
ヲ
さ
れ
h
j

荒
い
以
い
曜
日
付
札
川
問

y
d
川
市
脱
「
る
こ
こ
を
吉
川
久
に
E
桝
川
市
一
一
、
島
っ
～
j

y

一
二
J
ニ
y

」
以
で
き
一
ニ
ヘ
ー
ナ
ト
円
心
斗
得
、

i
一点へし

Z
J
J一
及
川
旦
権
C
M弘
同
地
以
土
認
識
し
、
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rに
は
認
一
J

刊
す
ヘ
き
で
あ
コ
だ
と
ー
う
日
｝
と
は
で
き
な
い
で
ご
れ
氏
、
人
医
品
川
三
所
長
日
判
断
に
過
パ
ベ
ム
J

あ
つ
よ
と
に
認
め
ム
れ
な
い

立
た
、
防
叶
同
氏
白
戸
規
則
八
八
朱

川
引
が
注
憲
法
誌
と
な
る
も
む
で
に
な
く
「
地
Z
J
L
l
、
に
対
す
令
同
知
閣
の
定
川
恰
ー
一
仇
不
許
M

が
売
法

と
な
る
岬

H
は
引
記
山
一
仏
ボ
の
ど
お
り
む
あ
る
」
ど
と
か
っ
一
、
「
E
詩
人
山
に
週
火
が
あ
コ
h

一L
L
う
こ
と

i

も
で
き
町
一
い
れ
」

｛
許
釈
｝

木
片
ー
は
、
件
延
内
容
ι
C
J
J
h－
新
聞
記
事
の
悶
－
K
制
限
亡
は
ぼ
く
紙
一
桓
演
択

AU制
限
心
治
法
性
が
予
心
れ
ら
ん
点
、
三
土
、

JrML制
約
で
の
事
務
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白
一
戸
口
出
血
い
制
的
な
宇
戸
と
な
J
L
ん
百
亡
、
村
山
ぬ
的
て
あ
る
ー
木
村
以
ば
、
剖
聞
の
紙
師
け
に
d

む
ね
店
主
再
悼
L
、
紙
悼
選
択
の

H
防
止
び
新
聞
紙

全
体
の
逐
次
的
以
い
山
引
の
主
主
A
A－
－
本
咋
係
者
や
仙
れ
の
裁
判
何
よ
れ
も
高
〈
市
川
し
さ

f

一、

訴
十
令
官
度
士
山
町
て
判
断
代
置
川
半
者
十
止
に
芯
辺
L
に

V

？乙、
F

ど
し
て
、
規
制
心
涜
法
祉
の
尖
体
的
支
什
と
し
て
比
切
川
士
－
h
H
W
に
沼
市
川
し
た
こ

r一
、
℃
の
結
呆
と
し
て
、
子
主
の
制
約

ωみ
か
｝
川
川
と

ず
る
市
川
叫
ん
川
奈
者
心
人
位
制
限
に

I

U

心
的
什
止
了
色
川
げ

F

〕
ニ
ャ
に
、
日
主
刊

hvG
ギ
～
い
一
〈
J
I
F

－－L
え
よ
一
つ

に
決
L
J
J付
小
rJ
れ
の
人
生
…
ど
行
ー
パ
及
回
統
制
「

｝
、
本
山
刊
浪
に
よ
る
K

位
脱
一
χ
叩

4
川

（

）

士

的

tRKす
4
9
h）

｝
ニ
す
る

d

ぶ
判
決
は
、
山
中
神
戸
一
異
な
わ
な
件
除
品
規
刊
一
3
違
反
浄
土
認
め
に
て
／
｝
？
か
〉
、
出
家
応
慢
出
上
の
中
明
日
L

判

fr
了
h
J
Y
7
1
2
L
ワ
判

手
前
に
お
と
げ
町
、

出
ん
l
九
に
巧
7

て
は
古
川
誌
に
は
見
る
べ
き
析
し
い
古
〉
な
い

べ
信
で
は
4
一r
b
f
fぺ
一
行
わ
な
い
日
々
と
乙
ず
る
ω

xi引

f
iバ川口？ににかち
L

？
と
か
ら
予
判
決
は
認
－
元
た
ん
を
n
U
L
J
3
X
古
出
r
一
ず
と
を
凶
は
、
問
＃
時
内
に
ご
前
求
ず
る
こ
と
よ
れ

L
、

ひ
υ

冷
水
口
胎

f

一
則
一
一
制
。
注
意
性
心
河
己
目
合
弐
判
訓
に
間
ー
こ
と
に
あ

3
1
Y
一
思
マ
れ
る
付
随
的
合
乏
で
時
五
制
が
ζ

ら
れ
て
い
る
が
散
に
、

戸

h

J

、

よ
7
7什
戸

、

山
畑
半
陪
俗
詰
ふ
と
い
～
1
ノ
F
J

…
で
の
↑
が
よ
か
長
起
さ
れ
た
の
一
一
一
あ
ろ
つ
の

ー
木
決
拘
禁
者
の
人
権
と
守
政
裁
量
統
制

か
つ
て
米
礼
阿
君
右
の
へ
惟
は
、
ム
寸
恥
関
係
」
し
て
、
九
九
心
川
門
佐
川

J

刊
町
こ
い
一
観
口
、
か
川
一
特
別
権
力
関
係
V

一
ツ
一
／
〕
欠
れ
て
お
り
、
目
別
作

力
悶
印
紙
百
一
川
が
克
肢
と
れ
た
叫
ん
よ
な
釘
ト
ド
決
判
羊
孝
の
人
梓
制
限
に
つ
い
、
は
誌
は
の
荒
開
需
－
FZは
伝
く
、
咋
弘
前
一
お
い
て
も
り
ぬ
干
日
正
併
に
刊

よ
？
L
L
F
4戸

L
O
〉

R

J
〈
1
1
1
1
1
J
Y

川町叩
μ

ご
、
市
川
均
詰
苦
心
人
株
」
刈
し
て
は
、
拘
山
H
Uい
的
仏
？
の
村
内
な
げ
い
的
に
こ
る
制
限
が
必
円
久
か
つ
汁
ド
十
一
的
な
限
り
ご
♂
ご
に
な
さ
れ
得
る
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ぷ
九
七
札
口
冗
川
也
市
川
し
し
7

手
、
未
U
へt州
公
苦
心
人
枠
制
限
に
対
）
て
特
別
な
判
断
枠
組
が
と
ツ
れ
出
る
わ
い
V

と
は
な
ρ

目
、

I
4
決
ν叫と、り打力

人
院
を
紙
日
ず
る
捨
笠
に
河
3

Q

F
机
苦
μ
均一世一
J
Y刊
立
、
止
が
人
戎
川
半
川
坑
什
？
と
人
時
」
の
川
対
係
に
つ
い
て
L
J
J
j

寸

Q

（
三
法
律
の
規
律
密
度
と
裁
判
の
絞
制
一
室
没

丙
H
U
U
P
A
i
d

J

－ンャ

r

一
れ
に
つ
き
オ
判
江
注
、

ょ
い
と
す
ハ

)) 

、
ほ
レ
「
心
持
決
什
志
年
か
出
み
J
n
～J
2
L
ム
出
回
一
ん
解
釈
J
y
h
っ＋～
t
ず

Jt
よ
わ
人
、

i

－
山
抱
一
点
山
門
の
規
－
H
n快
咋
羽
山
町
に
」
り
し
一
三
円
以
！
埠
一
る
こ
一
ぷ
亡
主
ο
h
u
k
山
叫
ん
円
問
主
が
充
つ
す
る
ね
h
y
－－の
MLr
快
性
！
日
存
立
る
と
f

一、九九日
1

川、ノ
L
h
を

防
／
＼
た
山
り
の
手
段
が
必
主
hJ
コ
ム
間
的
な
範
間
内
て
あ
る
こ
ζ

、
JM
担
制
の
vULT什
訟
の
こ
な
る

古
亡
、
監
獄
仏
一
条
出
り
の
叫
ん
清
一
百
匹
ぷ
吹
い
ニ

r一

そ
れ
段
、
故
刊
の
ふ
詐
蛍
古
川
度
が
は
T
ア
＼
ご

i
h〕
「

h

J

あ
る
い
は
、
笠
〈
J
U
る
ぺ
を
～
こ
こ
が
舟
r
h
d
4
1
れ
る
と
い

ヤ」、

骨
折
昨
日
川
必
ず
L
J
h嗣
k
d
？、
L
J
4
f

さ
ら
に
は
、
批
住
野
は
が
れ
設
に
、
ト
J
L
ろ
十
凡
判
一
げ
に
よ
る
？
一
二
卜

u

q
の

ヴム一市広三叫
j

一
門
同
司
る
こ
h

u

れ
る
こ

の更
l

品、一
f
〕
い

の
川
崎
山
世
一
い
つ
い
て
は
様
々
な
議
論
が
な
「
れ
て
お
り
、
担
比
判
ほ
の
お
比
叫
h
h
μ
J且
日
に
富
介
密
川
中
の

ム
ル
れ
が
決
せ
J

れ
る
ん
一
け
と

人
川
パ
決
は
、
監
獄
日
一
条

羽
の
制
定
十
台
中
r
］
恨
d
Z川
町
択
し
て
お
り
、
制
件
前
川
ー
に
つ
い
て
は
鼠
？
い

守
合
人
叶
》
な
さ
な
九
ω
っ
七
も
り
の
、
説
作
一
角
度
rJ悦
い
か
り
と
い
っ
：
悦
析
を
の
守
一
企

ι
U
1
こ
と
に
？
）
な
か
フ
と

本
件
に
、
ぺ
v

て
は
、
長
悼
の

対
律
窃
↓
北
人
J

悦
く
と
も
、

二倍

AtJftzUいJJ
ぺ
さ
め
る
L

1

λ

よ
つ
に
な
ず
な
っ
一
以
、
書
円
以
上
の
精
一
一
T
m
p
J出
が
触
れ
民
需
利
べ
m
し

、
、
ふ
っ
、
ハ

7

）

l
i
 

「
二
）
本
判
決
の
裁
回
皐
統
制
方
式

本
川
川
次
ば
、
裁
「
主
心
主
院
に
よ
る
河
川
法
一
γ
れ
立
川
っ
け
ん

そ
♂
刊
断
一
応
杯
、
二
、
は
、

い
わ
ゆ
る
除
越
前
店
刑
事
青
で
は
な
3

＼
判
断
代
世
剖
に

按
注
し
た
者
J
P
U

が
ぱ
メ
礼
三
」
い
い
起
る

J

す

ωわ
ら
、
合
庄
の
況
制
（
日
刑
法
性
実
V
L

一日、－
Pご

ノ
ー
ー
、
、

？

J

巧

T
G施
政
の
丸
、
り
干
叫
聞
が
九
川
的
I

あ
こ
に
は
青
山

F

一
い
う
寄
に
方
文
字
一
ら
F
げ、

凶
っ
一
心
由
実
認
定
に
ト
ス
い
て
二
民
心

以l

に
づ
い
三
政
下
町
独

μ
の
判
断
を
～
ー
と

川
一
に
た
G
J
J

本
山
判
決
が
こ
の
よ
ろ
山
刊
は
号
統
制
の

m
E主
一
け
れ
と
こ
は
投
苅

7
0いれ
μ江
主
利
抗
日
早
べ

件
に
妊
人
て
円
再
三
れ
よ
う
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（
一
一
一
）
裁
量
統
高

4

と
の
関
係
に
お
け
る
人
権
の
機
能

本
判
決
の
裁
量
統
院
に
お
け
る
人
権
の
機
能

の
問
係
戸
工
ω
い
て
紋
U
R
害
利
ぷ
く
あ
る
憲
法
エ
の
品
川
沖
的
山
古
ば
、
茨
￥
力
移
査
ソ
人
♂
選
択
に
お
警
が
一
及
ぼ

J

7

L

り
て
山
本
企
ナ
ハ
v

い
て
比
別
性
幻
起
用
を
要
請
て
と
の
街
量
に
お
げ
る
被
侵
害
利
必
の
主
ウ
ピ
f

：
七
的
げ
増
大
さ
壮

三
こ
与
え
リ
れ
る
t

こ
い
れ
ら
は
、
武
骨
絞
制
の
様
々
な

J

司
引
に
よ
h

、
鴻
去
を
方
向
付
け
る
長
能
1
1
f

ヘ
ー
佐
ペ
川
県
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
一

T
Yーで「

し
、
本
判
い
川
一
の
片
仮
て
も
あ
ろ
う
ハ

ぷ；与可禁 ｛＇.がロf)¥,,f,',17 ~＇新司紙径の：＋，：： 1;pがj山主とラれず争開

;2' 

裁
量
と
の
関
係
に
お
け
る
人
権
と
比
例
原
則
の
適
用

本
山
い
江
が
じ
い
う
わ
り
判
川
を
h
J
K
に
リ
の
判
断
、
ほ
ぽ
允
置
す
一
A
V

よ
う
な
形
、
一
番
台
し
だ
こ
う
ん
…
で
、
人
体
は
行
政

j

一
の
悦
己
的
な
判
断
権
心
作

一
行
て
、
本
判
決
こ
戸
い
て
は
人
持
制
限
こ
J
Jョ
し
て
川
出
か
ら
の

戸、仙
Lm

百
通
れ
な
か
ノ
ず
｝
よ
一
口
い
泊
守
る

、
刊
は
出
直
肌
に

十
九
判
決
と
迅

よ
る
E
r
h川
r
p結
論
叶
け
ら
わ
い
に
〆

T
n
hハ
で
、
政
門
↓
且
谷
川
M

～

ν戸ノ村組＋山
4

に
人
拾
が
一
こ
主

J
c
h
ん
と
み
る
い

一ぷ
T

て
は
な
く
淫
十
一
向
性
が
同
ね
じ
れ
＼
に
乃
は
、
先
に
ヘ
ヘ
ス
～
EZ一
限
定
解
釈
に
よ
る
も
の
で
あ
ぷ
円
亡
し
＼
本
剖
一
決
が
い
恥
果
、
主
制
υ
一1
J

C

T
品
川
川
幹

hr
一

般
的
削
山
に
沿
っ
」
い
る

J

人
権
ば
、
及
量
統
制
の
方
l
U恐
慌
や
比
例
主
T
梓
査
に
陪
v
亡
女

バ
規
制
の
主
u

仏
注
を
審
咋
し
た
こ
は
川
例
心

判
n
i
Eバ
叫
川
叶
円
る
被
告
を
果
に
レ
に
ち
の
刀
、
結

M
m
三
」
ろ
は
、
て
明
日
入

J

の
L

比
定
止
、
干
狩
判
官
に
委
ね
一
五
一

J

い

け
れ
ど
も
、
行
政
ふ
さ
ω
認
め
ム
れ
る
助
人
口
で
あ
ハ

阜市山抗上

η
椛
利
が
「
h
t
此
蕊
♀
ー
と
の
外
側
か
ら
制
限
ぺ
V
A
L

こ
と
に
下
、
れ
み
T

ェ
同
地
円
の
注
意

件
の
よ
う
に
丸
呈
逸
脱
口
容
十
九
し
糸
取
し
三
、

は
八
ア
、
北
庶
民
原
則
了
三
、
り
比
例
吠
則
カ
独
【
υ
し

性
か
問
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
、
K
L

忘パバげに
f
f
る
人
Jh似
ド
の
本
来
的
LTHrh！
が
「
池
小
一
へ
わ
れ
な
い
よ
う
な
適
用
と
は
い
hJ
／ふる

LmJ

で
あ
令
の
か
、
慎
主

υ一
枚
剖
引
な
さ
れ
：
い
J
店
長
S
J
o
？
tyn

本
件
講
読
規
制
の
違
法
性
判
断

本
件
講
読
規
制
の
違
法
性

ヰ
1
山
ば
、
原
書
二
阿
山
怖
に
よ
J
t
勺
干
仇
げ
準
悦
し
、
〔
一
向
山
予
内
刊
に

K
3－
ぐ
間
コ
一
山
制
限
ば
店
法
三
わ
得
る
」
と
な
前
提
こ
し
h
j
L

↓

木布川哨川

ぷ
抑
制
C
足
川
以
外
」
を
、
た
に
凶
及
し
に
合
幸
限
定
解
釈
山
L

り
不
さ
れ
た
川
胤
剖
の
巡
礼
山
ん
札
山
県
丹

f
し
出
り
」
心
金
伏
、
J1、
7）
子
段
心
必
虫
色
・
八
ヨ
ド
十
一
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性
）
ム
d
f
M

た
ヌ
れ
て
い
る
か
芦
か
に
よ
り
刊
防
乙
、

（
一
）
〔
担
当
の
蓋
然
性

の
孟
抗
性
力
主
叫
す
っ
ぱ
判
断
さ
れ
令
に
ペ
ム
ゾ
コ
て
、
辺
淳
秩
序
託
持
～
対
一
一
2
A
V

具
体
的
保
障
古
希
パ
ー
の
川
柄
本
関
係
川
、
一
枚
バ
さ
れ
る
、
き

一
日
、
上
下
川
れ
い
府
中
ほ
制

J

ゲ」措
h
f
Q
1
｝
事
詩
れ
は
引
が
増
大
」
、
（
b
一
世
務
負
刊
叩
1
、
ι
よ
ー
リ
皆
川
運
営
に
支
障
が
生
1J、

J
J
管
引
運
川
一
「
の
土
障
に
】
d

3

三
既
往
秩
序

P

一
対
ナ
る
重
大
手
J

州中
Z
F
h
y
A

ハ
ナ
牛
』
る
、
と
い
う
持
々
の
因
果
間
体
に
分
前
1
て
検
J
さ
札
る
の

y
J

れ
日
、

房
審
～
お
い
て
は
、
与
務
れ
業
戸
山
、

J

い
て
の
、
裁
判
川
に
よ
る
必
法
相
射
一
〕
ヘ
J
析
e

芳
村
J

心

不

分
1
2
3
ζ

一ζ

七
、
及
び
一
（
」
に
つ
い
ご
い
ほ
と
ん
ど
拍
討
が
よ
竺
れ
ず
に
、
指
斗

ω品
吠
J
M

が
や
パ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

も

れ

だ

l
、
本
判
託
は
一

f
及
び
「
b

一
に
っ
て
、
新
聞
崎
町
民
」
か
や
る
各
事
務
作
引
木
心
街
安
己
可
一
同
e

人
一
説
、
さ
ら
に
は
、
他
日
拘
置

ー
心
因
果
聞
係
が
認
め
ら
れ

所
に
お
げ
る
終
日
一
汎
紙
科
部
殺
M
A
ひ
そ
れ
に
か
か
る
い
対
J

抗
日
仏
「
～
引
の
パ
ノ
状
な
ど
、
計
約
一
い

U
T
る一
H

一
山
拠
か
も
こ
に
明
日
を
行
J

↑｝

一
、
三
わ
川
川
県
民
－
ゆ
か
ぷ
止
だ
が
、
（
七
一
に
つ
し
て
は
、
常
一
一
子
〆
規
制
す
る
↑
了
し
て
ほ
な
く
i
了
始
年
引
か
一
土
て
す
る
こ
こ
に
よ
っ
一
に
管
内
山
辺
作

卜
の
ス
践
を
川
避
す
べ
き
で
あ
る

v

に
巨
杭
月
一
い
は

9

紙
小
川
町
引
以
ど
撤
必
ず
か
一
品
引
い
誼
数
此
び
M
m
買
部
数
日
明
胤
川
す
る
ご
）
乙
八
二
之
？
で
そ

ノ

r
h
u
－

－

の
閉
山
に
は
山
小
川
段
が
あ
る

J

）
た
～
地
方
が
を
〈
立
の
て
じ

ヘ
純
一
三
J

相

V
4る
刀
が
合
引
的
で
為
る
乙
し
す
戸
υ

計
八
収
日
行
者
λ

日吉
1
nケ
レ
ボ
町
会
臆
討

T
h
w

下
、
ー
と
は
坑
状
U
本
件
臆
日
M

抑
制
日
J
o
l
L
h
y

…J

い
て
も
斗
行
7

ハ
一
二
亡
穴
あ
り
、
事
務
作
ぶ
呈
が
増
川
L

よ
ベ
と
も
九

日
刊
は
お
間
賠
誌
は

と
に
よ
ヘ
ー
い
阿
世
叩
、
よ
わ
る
花
盟
内
心
半
務
山
山
口
f川
唱
し
さ
れ
る
べ
き
る
の
で
あ
る
L

さ
れ
ム
〕
し
い
え
上
司

pf1

1
τ
り
よ
う
な
事
格
負
担
川
崎
山
に
卜
！
？
Q

ふ
治
体
払
J

〈
、
の
お
特
に
つ
い
よ
b

士
に

ο
る
吟
叫
が
官
加
で
あ
る
こ
L

か、

い
い
附
降
、
＼
れ
ス
号
、
訟
で
も
る
た
め
、

一－
E

D
川
果
関

向
聞
は
必
代
的
に
ド
明
、
一
Jjる
も
心
L

ば
さ
れ
L
L

か
2

た
と
い
え
る

n

こ
の
、
一
と
か

J
J
E
Cに
、
降
雪
発
生
の
削
ー
と
の
品
川
明
J

刊
日
J

め
る
こ
と
は
川
町
つ
刊

で
は
品
い
と
結
一
円
付
け
つ
れ
之
の

ヰ
1
山
は
こ
の

J
7に
障
室
主
パ
ー
の
同
忠
関
係
V
J出
品
V

A

ぱ
伊
ハ
九
一
二
ー
と
な
る
が
、
ー
マ
心
転
出
の
μ
村
山
木
凶
体
法
下
一
T

打
、
♂
札
一
ー
で
つ
↓
；
一
、
そ
の

ま
断
～
1
H
V

い
て
は
事
務
負
折
か
堤
削
を
芦
技
的

p

中
i
H

川
I

山
ず
る
目
的
は
な
円
な
い
と
こ
日
J

内
容
に
則
し
く
ボ
さ
れ
て
お
i

り
、
本
判
決
は
単
に

y

立
F
U
制
約
の
い
一
J
f
M
刊
日
比
〉
す
る
人
権
制
限
に
｛
止
の
品
止
め
1
L
か
け
た
い
一
刊
行
で
ー
王
将
4
V
Eす
る
〉
忠
わ
れ
F
勺

ω

一
り
、
本
主
～
は
り
…
ち
川
波
間
恒
に
つ

v

こ山一
h
、
安
門
、

K
L軍
士
の
古
川
件
的
引
出
が
行
1

わ
れ
る
段
階
E
況
に
、
〕
号
、
件
、
よ
て
苫
ざ
り
。

ιず
の
や
拐
れ
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旧
制
と
被
侵
い
有
利
益
と
り
偽
間
半
古
今
J
3
v
h
C
J
る
ヒ
、
工
つ
レ
円
山
中
山
泊
抗
さ
れ
ス

ムV
も
心
で
あ
り
、
比
例
性
心
寺
山
日
二
台
乏
な

ν
は
ず
で
あ
る
c

こ

陪
1
1
充パ
l
o
t
性
的
訓
任
山
川
、

げ

h
八

4
nに
れ

（
二
）
規
則
的
の
会
要
性
・
合
理
性

木
判
札
口
、
本
件
仲
間
ム
出
店
制
は
巴
吏
九
J
J
ム
叫
附
と
は
い
え
は
い
と
判
断

J

の
二
比
例
叶
J
P
E
在
さ
れ
に
店
、
に
ふ
小
判
い
は
の
烹
義
が
あ
る
ζ

い
え
LLJm
ノU

そ
こ
」
沿
い
て
決
め
千
げ
」
伎
一

J

だ
の
は
、
ね
い
い
千
「
利
ぷ
で
あ
る
新

山
知
択
悶
一
工
民
心
重
大
性
で
あ
一
勺
た

J

A

刀
陪
に
、

デ
人
件
〈
小
一
に
も
ま
必
J

勺
形
で
は
あ
る
ー
モ
の

ぷ；与可禁 ｛＇.がロf)¥,,f,',17 ~＇新司紙径の：＋，：： 1;pがj山主とラれず争開

判
間
選
択
の
山
町
ぷ
憲
法
↓

ー
内
仕
的
、
円
A
附
さ
れ
る
べ
K
7
3
の
亡
あ
る
J
1
」、
H
G
h
l

一、一三の布、同店

f
L
て
公
共
的
事
Tパ
心
報
道
に
お
い

v
k
紙
位
、
と
り
～
辱
ハ
が
お
一
A
V

こ
へ
事
－
4
、
の
以
直
や
外
一
咋
け
に
い
〉

体
の
も
の
と

L
1
2活
き
孔
る
べ
き
と
ち
る
こ

乙
ぺ
一
い
て
は
、
執
M

吉川
h
前
ね
に
お
い
て
見
ご
泊
三
ヤ
し
こ

本
i

判
い
も
指
一
郭
立
山
苦
判
v
C
Pい
じ
弘
政
の
澗
仙
乙
λ

ハ
ベ
ム
ト
ヱ
玖
川
町
価
仙
沼

心
一
同
国
に
お
し
て
V
1
間
選
択
の
ロ
士
一
を
＃
戸
、
従
吋
け
て
い
る
が
も
大
刊
代
は
さ
ら
に
、
ね
道
小
ー
一
と
ハ
一
つ
守
料
交
官
甘
心
街
点
か
ら
の
一
北
九
州
川
付
け

を
も
行
り
一
ー
い
て
心
で
ー
一
刊
バ
J
U
、
公
共
己
主
工
ん
に
へ
レ
て
の
み
川
冷
詰
J

取
心
乙
畏
何
一
や
ぷ
め
↑
」
民
謡
b

は
需
に
い
J

、

川μ
刊
の
」
ト
「
間
的
総
円
以
民
ア
一
、
に
つ
ど
も
辻
次
的
認
尽
の
必
広
注
か
あ
去
二
、
セ
正
面
か
ら
認
め
土
三
い
ハ
バ
コ
は
、
原
冨
や
山
川
パ

両
知
的
な
刈
片
で
あ
り
、
品
J

評
仙
、
ト
れ
る
べ
き
で
あ
”
の
う
υ

ヤ
ム
ア
刊
渋
は
、
♂
〕

U

K

K判
問
」
品
店
沢
・
閲
読
｛
UPA占
り
主
宮
刊
か
、
戸
、
ま
に
、
差
入
札
H
t
f

る
新
聞
取
得
ば
A
一
期
一
院
読
む
代
也
手
段
に
は
早
川
、
っ

な
し
い
と
ど
J
こ
と
h
J
h
J
、
木
目
勝
祝
現
制
は
未
バ
m
J村
山
主
に
主
！
大
二
不
利
ノ
ノ
川
～
J

及
ば
す
と
判
v
m

た
の
で
あ
。

わ
ゆ
ロ
ド
判
決
は
川
柄
通
選
定
方

法
に
よ
る
被
侵
害
利
ハ
川
ヘ
リ
影
響
を
怜
討

fJ匂
に
は
主
ら
と
V

3

L

）が、

F
シ
ケ
ー
に
に
1
0
L
多
数
決
L

ぃ
、
つ
紙
連
w
一
疋
は
、
ず
れ
羽
U
河
町
口
ど
る

ま
一
｝
、
点
近
幻

u
h口
民
主
義
山
何
慌
の
間
以
を
－
F

吐い
J

托
L
て
い
令
〉
い
7
こ
と
ゴ
ヒ
昔
逸
さ
れ
て
は
に

2 

本
判
決
の
帰
結

ヰ
1
伐
の
判
断
引
っ
栄
町
干
に
認
め
つ
れ
侍
る
、
定
羽
病
店
一
日
能
な
新
聞
紙
り
い
出
類
e

村
口
数
の
範
囲
に
コ
い

f

、
年
察
「
る
）

（
ご
前
提

訪
日
紙
γ
恒
常
川
、
F

J

て
山
町
ぺ
－
3
0
H
A一巾
muな
事
捺
刊
業
は
、
本
記
L
M
c
d｛
吾
主
主
戸
f

川
ま
え
て
抗
日
比
γ

む
よ
う
に
ヤ
イ
h
引
る

1l 
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半日イタ：jl引究

刊
行
同
店
掃
な
事
態
之
あ
る
た
め
、
で
れ
に
た
り
～
る
宇
務
は
4
T
P

躍
に
人
れ
な
け
と
と
一
一
4
2

る
）

陥
J
H
7小
柿
U
W
M
P
と
す
る
）
を
パ
号
メ
！
？
ヒ
し
て
作
品
単
が
変
化
一
、
る
事
務
は
、
記
事
内
容
審
去
、
制
河
一
弘
り
…
賄
J
U
h

で
あ
る

yf
｛
U

J

1

ふ
ん
ド
「

才
l

f

ν

｛

主
総
＝
V
Aル
九
】
ノ
と
す
る
）
C

時
計
部
数

ヘ
ー
と
よ
る
一
を
パ
号
え

l
々
と

J

て
が
い
れ
荒
い
庁
予
変
化
寸
る
事
務
は
、
刺
聞
紙
の
淫
被
？
ヨ
収
庵
J

で
で

あ
る
（
ふ
れ
ら
の
れ
主
絞
ョ
一
具
、
一
ど

rq一ル戸一
J

令

此河川口
UM仏
種
数
工
）

L

部
数
、
i
）
力
双
H

り
乞
一
パ
ブ
メ
ー
ク
と
、
J

J

L

作
宗
門
平
方
生
化
r
J
る
単
品
川

出
、
祈
問
祇
の
仏
一
公
け
、
十
父
山
亡
人

2

プ幻一

一
子
れ
つ
の
作
主
治
ι
一本ふ

F
Z）
ず
る

J

J

従
ぺ
て
、
定
羽
話
誌
に
か
か
J
Q

中
務
作
業
の
綜
L
W
は
、
同
一

τ

十凶（斗
J

＋
P
（
ヰ
）
／
戸
ふ
る

一
こ
れ

t
F
－
げ
主
F
J

さ
内
九
、
本
判
決
て
は
v
f
店
さ
れ
な
か
っ
た
）
の
の
、
共
入
れ
に
引
か
る
門
主
与
も
見
泣
ず
れ
て
は
1f
ら
な
い
れ

v

荷
台
、
江
町
心
小
売
↓
ヘ
引
河
数
万
枇
る
刊
誌
叶
け
hJJ

十
一
ハ
ず
け
や
、

f
十
休
的
以
手
出
比
一

ν
ず
し
も
通
十
八
三
ム
デ
f
L

は
限
ら
な
v

7ω
も
、
似
司
自

か
に
つ
間
拡
品
質
一
3
2
T台
、
ー
ベ
旦
互
に
叫
品
川
町
L
h
M
M
一
印
私
心
ス
ノ
ザ
フ
各
部
桧

出
土
内
取
れ
検
ノ
ー
す
る
ニ
乙
て
足
わ
る
パ
、

今
仁
J

、
目
へ
わ
い
の
ド
山
川
八
口
は
、

言、！均八

L
f
r
w浪
人
心
持
2

査
む
山
政
1
J

、
ま
に
、
同

J

秋
枯
れ

H
吋
の
ぶ
万
一
目
、
も

例
え
ば
、
朝
刊
い
れ
い
士
て
あ
っ
た
乙
じ
〈
句
、
〕
問
。
に
よ
り
川
作

戸田川門戸
J
V
伊
寸
る
た
め
、
芸
へ
れ
つ
れ
こ
今
て
の
J
M
一
同
紙
品
部
に
つ
詐
、
ん
こ
川
、
全
記
主
む
昏
台
ど
れ
わ
な
く
て
日
干
〉
な
14

僻
統
的
に
汁

人
れ
が
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、
十
九
件
時
抗
門
川
川
市
γじ
打
、
？
仁
づ
刈
／
什
わ
な
い
時
什
一
ふ
り

7
2
T時
三
川
叫
が
十
ヘ
主
J

な
γ
Q
司
静
注
が
丸
ぷ
て
す
な
わ
す
、
除
引
耐

レ
但
河
る
紙
連
f

叫
が
明
や

y
t、
に
よ
い
り
、
礼
状
よ
い
り
？
2
H
h
減
す
と
止
一
人
れ
常
務
訂
作
業
円
患
の
絶
対
日
伯
－

zι
一
－
し
、
羽
状
一
三
の
情
吋
プ
部
以
さ

ー
と
、
且
主
転
。
紙
柿
制
限
乞
設
夜
、
午
、
本
判
決
心
判
断
に
～
k
U
約
八
紙
連
心
暗
誌
が
M
詑
L

た
つ
に
場
合
（
U
院
買
部
数
人
主
ー
と
す
る

と
、
で
ヘ
に
ご
で
、
ド
ニ
A

／
「
（
ヱ
て
な
れ
ν
助
人
口
古
あ
る
と
い
え
る
c

（
二
）
購
読
可
能
な
通
常
抵
の
紙
種
の
検
討

本
判
決
は
、
羽
山
T
J、
l
ス
で
被
収
容
者
公
民
が
杭
ず
つ
時
読
す
る
こ
℃
f

J

ど
認
め
弘
t
v
と
と
は
許
ミ
れ
ー
か
い
と
〆
～
ハ
ケ
な
わ
九
、
で
ノ
ヒ
ヨ
｝
｝

ま
で
の
半
詩
作
長
「
主
は
川
一
枝
に
け
ハ
相
さ
れ
L

「
＼
て
は
な
～
一
ぽ
い
も
の
で
為
。
と
さ
れ
た
（
本
件
主
一
時
の
へ
以
州
区
昨
日
片
山
未
川
、
拘
幸
H
U
以下約一

o
o
t山H

J

吋
会
れ
て
い
た
〕

J

一心、

υ2一
該
治
議
ー
、
出
一
表
的
に
配
J
汁
バ
ゲ
J
J
ん
け
得
。
通
常
祇
〈
土
て

－
約
八
祇
穫
〕
九
九
4UTm
可
能
L

しル一
Y

一一
t
e
似
～
尚
収
行
昔
、
半
「I

口
が

紙

vー〉

話
読
し
工
、
持
ハ
に
A
f
h
J
プ句作
E
U
U
H
2
5ど
に
つ
い
て
川
ぺ

い
か
な
匂
コ
ヌ
：
乙
ハ
判
（
つ
ヱ
ー
も
負
ザ
き
れ
る
べ
き
J
n

の
じ
あ
る
の
か
、
又
は
、
事

芹
J体
制

c
rへに
2

J

て
対
処
し
は
明
る
弘
同
い
で
一
じ
み
負
担
さ
れ
る
へ
長
も
の
で
あ
る
む
か
、
本
山
ア
仇
告
ら
は
山
J
b
v
；ぱ、
h
J一

怯はい打じい長
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会
け
叫
ん
に
事
政
刊
付
げ
れ
を
L
L二
円
、
t
I
Y
5
0
所
h
ー
の
焔
律
仲
村

115町一
J

に
支
障
を
き
た
t
ほ
ど
司
一
主
主
）
日
伯
が
ナ
ょ
い
と
き
に
は
す
な
わ
ふ
一
1

司一七三一）八ャ
2
5と
）
「
へ
と
し
し
さ
の
》
場
ん
ー
で
あ
る
ョ

τ九
日
「
抗
、
乙

ν
て
、
さ

3

に
T
示

μ

）C
｝
一
リ
情
デ
也
す
え
に
l
八
台
＼
な
る
場
合
三
あ
る
、
、

一方〈
1
J

統
沖
制
限
も
や
む
を
糾
に
怯
い
と
ト
一
つ
：
一
L

J

か
る
り
で
あ
る

こ
む
4

h

「
一
昔
一
、
木
刊
に
の
論
理
よ
れ
ら
は
問
符
に
判
断
し
y
な
rJ
こ
と
日
で
さ
ば
い

ぷ
、
ん

J

ぺ
悦
ね
討
さ
れ
一
工
い
く
べ
き
諜
泊
と
あ

JnJL

い
し
、

m
円
以
～
的
ば
同
志
／

L
て
、
紙
撞
制
脱
却
民
渋
A

り
推
定
作
主
主
の
い
恥
六
位
は
町
三
ど
で
あ
る
こ
い
ち
ス
つ
れ
る
〕
一
玖
状
で
、

γ
／ケ

ト
の
ド
ザ

F
九
円
祇
一
杯
川
町
総
准
F
4同
誌
は
二
一
コ
記
戸
あ
る
こ
f

h

v

ら
、
ぺ
＼
日
乙
川
v
p
m
H
H
0
2

」
＃
草
さ
れ
る
）
）
町
ど
と
一
＼
町
一
三
対
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P
き
で
あ
る
y

推
刈
一
る
の
日
付
J

合
山
一
的
で
あ
ろ
よ
と
乙
h

J

、
容
易
に
配
達
、
ど
っ
、
け
何
る
通
叶
河
紙
八
祇
松
次
に
づ
い
こ
は
、

や
は
り
叶
門
誌
が
認
め

b
れ
川
ベ
す
る
戸
と
に
Jq
る
の
で
は
な
い
か
ζ

＝
じ
わ
れ
る

J

（
一
一
一
）
そ
の
他
の
場
合
の
購
読
可
能
性

ヘγ
汁
で
は
門
司
わ
れ
三
ト
こ
ν

て
ゐ
る

r、
例
ズ
ば
、

一
、
：
〉
い
旬
以
作
者

F
ヘ
に
つ
き
持
数
種
心
社
間
終
日
討
、
一

μ

河
常
紙
川
以
外
心
V
1
出向嶋一抗、

、
山
一
当
該
地
域
で
注
常
は
「
主
主
乞
三
げ
ら
れ
は
し
注
寸
紙
へ
也
地
域
nv
地
！
バ
紙
r
寺、

円
惇
必

U
社人一
L

V

コ
P

に
凡
古
川

F
L～4
－d
u

も
の
で
あ
と
〕
主
際
に
、
一
日
に
つ
き
、

ν
人
ぶ
J

ノ
ヴ
肱
の
情
説
不
日
司

先
司
一
心

F
一
り
、
』
三
ー
し
と
r

二♂一、での

4
J柏
日
4
t
k

口
且
仏
ぺ
い
て
は
札
状
で
も
と
（
叫
す
る
附
烹
が
な
さ
れ
て
い
芯
一
ほ
「

一－
ι

l

u

H

J

に
か
か
る
性
宅
手
を
推
持
す
る
二
と
か
で
き
れ
ば
、
が
に
H
1
5
ー
を
忌
準
と

J

て
現
実
的
な
告
訂
以
内
位
刊
を
判
防
ヶ
る
と
が
で

き
る
L

も
い
、
え
る
c

了
か
ゾ
、

で
あ
ス
ヶ
た
め

:ic 

い
か
な
G
臼
辛
口
半
税
引
か
半
「
伐
に
乙
担
さ
れ
る
べ
き
も
ひ
と
三
れ
、

＼
一
三
も
汁
及
工
一
が
、

質
・
」
μ

の
事
務
が
丈
に
コ
：
刈
川
口
一
、
れ
得
る
／
日
外
内
で
仏
〔
（
川
刊
さ
れ
Q

ぺ
主
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
か
、
さ
ら
に
は
、

、
i

、、AJik
Jひ

h

一
d

l
j
l
p
 

U

か
な
り
ぬ
川
円
単
口
事
扮

負
旧
刊
ょ
っ
ぱ
子
汁
炉
心
制
約
ど
汁
一
扶
の
珂
山
と
＼
一
て
放
軍
さ
れ
叫
し
け
る
の
か
は
、
本
判
一
一
刊
の
前
理
か
コ
一
川
町
ー
っ
か
ド
d
れ
戸
い
c

本
判
決
に
ハ
K
ろ
L

、

一
寸
恥
ヘ

J
l
J
へ
と
に
つ
し
と
は
事
務
付
制
の
ー
だ
が
求
い
め
ら
れ
る
、
一
ー
な
く
制
限
1

J

得
る
乙
L

に
な
る
し
も
何
附
さ
れ
る
戸
、
乞
心
I
ト〉川品坤

が
わ
ft
山
花
？
は
様
々
任
問
即
時
打
“
が
あ
F

？
k

と
が
作
摘
さ
れ
一
J
F
つ

例
え
は

1

一
に
つ
き
、
あ
る
個
人
が
出
走

程
の
新
聞
む
～
rJ也
市
ニ
仙
」
ア
る
ご
と
こ
、
山
古
川
U

K

促
弘
和
を
む
切
知
u
一料一

1
0こげ一戸一、
小
出
京
ρ

後
U
M
M
弘
主
唱
口
一
叫
す
る
こ
／
／
に
価
佐
序
列
立
つ
け
ム
ヲ
」
二
心
パ
ι＃
ノ
い
う
間
山
中
し
円
十
和
摘
し
伺
い
る
表
域
の
は
庄
の
品
旨
か
、
リ
は
、
川
I

－長炉内

い
つ
円
ご
日
ご
L

に
こ
れ
ら
い
り
諮
川
川
明
、
庶
民
お
か
つ
汁
る
ニ
乙
以
店
切
一
は
な
い
に
4
0
え
ら
れ
、
え
之
？
一
義
心
開
』
円
か
ら
は
む
し
ろ
」
民
数
t
f
心
地
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ム山ア明い十斗
7
h
d
J
L
Y

）
ゑ
し
い
い
山
け
ス
ν
〈川一＼｝の一句

rつ
手
、
問
、
え
ば
孜
F

山
的
あ
る
い
に
宗
孜
前
I
Y
5

特
色
の
陀
日
新
聞
、
め
る
に

km九
七
刀
法
車
三
仁
社
説
と
す
る
新
河
な
ど
か
示
日

時
1
t
Z
2
L
と
の
川
恒
L
r

、
い
お
↓
叶
げ
る
泊
幸
ぷ
デ
宅
却
隅
Jt
↑
Jる
こ
し
の
何
位
は
’
杵
に
か
け
、

J

れ
料
る
ゆ
い
の
が
あ
る
と
い
メ
る
心
か
筑
間
て
あ

。
「
小
川
以
は
通
常
杭
を
訪
問
札
L

V

Y

L

い
る
J
し
｝
か
＼
J

、
木
判
決
心
前
開
か
つ
は
一
周
取
が
N

九
九
件
心
定
川
時
前
一
以
事
務
件
制
か
L

変
児
二
、
ま
て
訟

さ
Iη

た
、
一
－

め
ム
匂
べ
さ
も
の
－
は
い
え
な
h

結
論
付
け
つ
礼
る
い

J

能
性
J
て
わ
る

L
か
し
、

円
己
主
忠
、
」
い
う
表
出
一
円
山
由
小
木
慌
川
汁
三
鑑
み
れ
ば
、
一
両

戸川山紙

1ytの
他
心
新
聞
〆
し
に
は
向
性
の
明
値
が
T
F
P
！
れ
る
べ
、
さ
で
あ
ろ
よ

L
、
三
庁
、
日
に
工
丁
表
三
｝
寺
院
佐
付
け
モ
ー
で
は
、
各
紙
性
の
J
叫両

い
い
惇
い
る
の
で
あ
る
）
宍
ら
に
は
、
ス
ポ
ソ
組
ご

J

い
て
ば
紙
析
の
よ
戸
一
一
件
ヘ
選
択
し
て
定
説
的
に
取
得

」

uJγ
色
川
、

マ
一
市
紙
？
r
r
t
？
？
ノ
紙
い
品
川
川
の
日
刊
制
の
ポ
店
片
品
川
き
れ
な
マ
ニ
ζ

心
肝
出
ハ
刊
、
－

uh一
、
本
刊
以
心
人
前
引
と
か
ら
「
何
回

九
一
三
h

J－XF
れ
山
川
寸
公
こ
と
が
山
村
治
さ
れ
L
U

－－
υ

へ
山
〉
に
つ
L
て
は
ー
山
斗
吊
把
金
～
LAι

乏
「
ら
れ
な
い

14T紙
で
め
っ
て
も
、
例
ノ
ぱ
郎
送
な
ど
の
引
法
な
記
、
一
♂
！
川
広
に
よ
り
人
戸
下
川
っ
ち
恥
九
九
ぬ
け
、

仮
仏
そ
の
一
ー
陀
に
か
炉
る
費
用
を
〕
｛
口
負
担
こ
二
、
も
な
お
x
疋
則
勝
一
χ
を
許
可

J

な
し
わ
で
あ
れ
ば
、

制
民
↑
引
か
ら
の
同
地
内
山
市
刊
は
免
れ
な
い
〆
｝

γJAょ
う
“

や
は
わ
玄
初
心
白
山
内
の
基
住
叶
じ
い
！
レ
一
つ

の
よ
ろ
に
晴
、
λ
認
凶
か
な
お
多
く
伐
さ
れ
て
お
り
、
ワ
一
こ
う
い
つ
に
｛
い
二
の
接
刈
例
ば
ヘ
マ
伐
蓄
積
さ
れ
く
い
，
、
ご
こ
で
た
久
J
P
7
0

？
と
こ
に
お
い

ー
な
さ
れ
と
で
あ
ろ
～
1

宇
務
負
担
に
つ
い

t
c刊
阪
は
、
了
正
作
川
て
L

つ
え
る
と
川
473五
」
は
、
泳
々
な
り
一
片
山
以
日
新
開
購
読
に
浸
先
順
位
を
い
り

日j
h
w

込
向
い
刊
の
と
υ
日
「
山
内
る
ー
と
ど
得
Q
P

み
ず
し
て
、

y
f

こ
げ
？
に
、
ん
ヅ
ド
ザ
哩
豆
一
一
叩
〔
り
附
加
に
序
列
が
存
可
る
二
と
ね
↓
店
長
と
さ
れ
て
い
る
と
も
与
え

つ
れ
令
の
で
あ
る
こ
れ

J
C
阿
世
は
去
刀
J
U
山
占
訂
正
悦
付
け
い
筏
ロ
マ
ど
の
日
没
芯
川
仰
い
位
十
ぷ
め
る
場
へ
げ
の
杭
仰
と
い
η

た
松
本
問
題
に
地
底

F
J
Q
i
ー
も
の
で
あ
る
と
い
ろ
ニ
ー
に
下
、
改
め
二
認
一
間
さ
れ
る
区
芝
ポ
あ
ろ
ろ

き
の
で
、
今
後
り
訪
問
を
mJU
ま
え
「
一
つ
り
一
ざ
続
去
一
枚
討
を
つ
～
〉
こ

－｝
Ut
、
弘
氏
体
f

昔
日
つ
一
心
点
認
し
ー
に
一
九
〔

～
δ
）
 

い
成

1tf法
律
お
立
（
一
門
ケ
）
与
る
改
川
川
の
も
む
い
ι
、
h
じ

主
ヘ
ヘ
＋
土
、
官
町
～
有
江
川
、
五
J
k
u
k
r仁
川
り
も
っ
ハ

i
L
1
4
d
f

I

j

d

v

f

J

1

ノ
？
」
；

l

t

f

仁

l

z

u

i

J

i

日
ね
川
小
γ

日川崎

ι川1
M

引
ニ
（
＼
七
百
u
リ目指
i
、
訓
人
μ

収
評
者
じ
日
読
v
－L
ぜ
る
阿
古
新
聞
部
等
以
抜
刻
沢
一

J
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1
－

通

行
μ
が
一
と
に
、
専
ら
政
治
、
持
託
、
川
叫
ん
山
、
丈
化
な
ど
に
m

ヨJ
Gノ
ム
ド
ク
わ
一
な
宇
一
JJJデいが…へ－

uumに
報
道
－
J

T
と
を
け
的
乙
ず
る
市

販
の

U
川
事
［
同
ど
ト
二
ノ
（
ム
件
加
担
一
条
二
茂
一

三
三
附
和
問

rl治
ド
ι川T
叫

一

二

ロ

サ
γ

梢

肖

λ

北
川
命
通
達
収
容
μ
刊
に
悶
－
一
誌
で
ご
ぜ
る
川
書
、
苅
問
耕
一
日
取
扱
荒
程
一
w
E
H
ド
ワ
い

一
依
、
川
州
通
達
）

F

ヘ6
）

パ

凡

4
大
阪
拘
置
は
い
い
今
一
岳
小
川
川
↓
号
一
夜
以
存
誌
に
同
店
さ
ゆ
る
凶
雪
、
ム
い
仏
両
紙
等
収
扱
初
出

向
ニ
ャ
小
笠
～
は
の
芯
定
小
京
ア
J
」
一
宇
匂

F

、S
J

尖
体
口
で
乃
主
対
的
な
J

信
長
信
は

u
p

容
の
一
計
ん
松
山
お
い
て

KNh町
コ
八
一
～
め
～
拙
品
川
「
よ
主
片
山
拘
禁
首
の

U
責
に
1
A
A
W
刻
印
仲
畑
f

以
コ
不
許
一
円
一

が

担
K
J
さ
れ
た
手
間
L

J

ハ
一
治
研
究
八
王
宮

4
5
一
二
ノ
九
’
ー
さ
一
六
一
日
）
、
本
格
に
お
い
く
は
に
判
誌
に
工
る
判
防
円

引
般
的
J
一
白
こ
仏
一
一
L

どん口
1
h
u

ベ
v
k
人
ム
1
9
る
こ
こ
し
一
一
G

る

、9
J

イ
判
！
に
お
い
て
止
、
同
防
法
の
泣
仏
と
週
土
を
引
け
る
三
陪
審
企
り
刀
式
が
と
～
Jれ
戸
よ
い
う
；
と
が
で
一
き
る
）
ぐ
れ
は
、
い

rrゆ
る
イ
投
開
一
品
川
に
m
m
ず
る
刊
例
で
ふ
ら
わ
と
悩
z
川
に
山
中
ど
t

も
の
ミ
あ
Z
乙
い
え
一
ム
つ
一
一
代

γ

古
f
u
h
a
戎
判
例
ニ
し
て
、
日
比
判
成
一
恒

）
汀
九
川
一
民
生
匹
寸
作
石
斗
勺
二
日
九
百
ι

な
刀
、
ニ
む
よ
う
な
伝
向
を
指
刑
す
る
ら
の
こ
し
て
、
河
吋
品
川
文
「
村
人
出
者
が
羽
川

Fに
謡
に
h

て
た
店
者
じ
発
信
三
ど
得
税
所
長
、
ニ
予
イ
汗
円
と

J

三
こ
し
苧
故
主
椛
の
市
川
に
レ
ィ
J

る
と
手
、
川
輩
出
前
前
川
本
が
認
め
、
ン
れ
一
～
事
例
」

一日
t
ハ向ハ

「M
J｝
未
刊
九
月
古
川
討
の
u
へ
法
士
山
氏
に
店
、
そ
れ
こ
は
包
買
の
悶
穴
な
る
九
府
f

己
吋
一
ぺ
l

寸
な
さ
れ
汚
る
交
れ
許
」
い
V
1
〕
枠
制
が
一
店
店

L
円
け
る
と
は
攻

h
リ

日
い

f
ニ
、
方
で
、
末
氏
拘
会
在
日
l
＼
和
制
限
〆
一
段
八
の
人
株
制
限
、
〕
の
一
出
ば
制
限
戸
的
の
Jth
呉
ド
過
ぎ
な
い
た
め
り
ぎ
J

L

J

G
？
な

令
枠
任
主
迫
町
寸
べ
今
、
と
は
限
つ
な
り
と
に
つ
き
、
川
市
計
ぬ
註

S
－
二
一
ヘ

f
L
H
E
4
1
ρ
w
m…
さ
れ
た
い
に

「U
J｝
斡
獄
法
日
改
正
き
れ
た
ん
I
、

μ紙－
h
ぞ
い
い
乙
レ
ス
相
続
門
店
法
仁
川
引
出

J

て
し
る
「
山
戸
山
）
は
わ
間
続
白
史
び
肝
抗
論
に
へ
し
て
は
、
出
川

村
刷
出
抱
之
一
日
）
一
同
ニ
ー
、

τ一
引
き
片
さ
れ
ず
じ

三
」
百
以
ト
ヘ
判
昭
和
万
八
住
六
月
一
］
民
λ
士
一
し
い
さ
十
九
品
J

七
μ
～
三
百
九
へ

U
F

よ
L
f

ヶ
判
決
一
と
ジ
ユ

市
J

｝
口
九
一
一
括
一
行
ー
ヰ
仙
寺
の

U
お
い
杭
校
」
芝
池
弐
一
以

3
布
一
わ
技
法
心
争
円
［
常
収
］
』
ヘ
ム
判
斐
街
、
一
ノ
〉
V

亡
年
一

の
よ
ー
ー
な
考
え
方
が
又
配
的
ザ
1
4
勾
る

r一
述
べ
る

J

）
一
日
以
公
衆
院
「
パ
肢
は
量
、
日
々
政
一
円
以
地

ぷ；与可禁 ｛＇.がロf)¥,,f,',17 ~＇新司紙径の：＋，：： 1;pがj山主とラれず争開

（一一ゆ宵吋川中、

u

、
！
l

j
ノ

fι

ハ
ノ
一
れ
、
】
川
恒
二
郎
宗

J

此
裁
一
斗

L
r
i
の
杭
制
計
皮
』
｛
む
附
山
川
社
、

ハ
口
は
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日円切

ι川
作
）
一
一
六
針
。

ヘ日）

M

川
部
わ
以
及
川
被
人
公
法
布

J北
大
士
号
、
九
九
二

J7
一
一
山
一
行
耳
、
川
一
同
出
惜
ヨ
、
H
｝
ニ
ハ
瓦
〔

f

一
同
）
口
問
了
合
指
一
ニ
r
へ刊
M

f

、
民
、
且
同
様

1

八A
比
／
汀
は
裁
量
」
一
弘
文
章
、
一
九
一
二
年
）
一
七
己
戸
（
行
政
裁
量
の
r
行
百
や
附
の
民

主
に
は
、
抗
告
。
T
言
え
い
シ
よ
？
＼
多
様
な
視
さ
の
い
が
…
人
口
的
考
山
悦
PJHタ
y
c
r
h
y
q
2
1
1諮
滋
行
以
裁
量
J

一
川
に
羽
rJya
去ム
i
U
W
7
7
γ
p
r

小
早

川
μ
二
郎
士
門
町
一
司
滋
凋
－
れ
は
一
μ
と
訟
の
ー
ん
一
配
（
寸
リ
ん
問
、
九
九
九

4
ご
一
一
一
一
一
一
山
＝

E
r
芝山｝

げ
｝
長
い
い
政
子
・
桜
木
品
川
之
一
行
政
法
一
事
二
収
二
仏
文
町
、
（
ヘ
ズ
ノ
人
作
十
v

八
虫

、出
J

未
日
拘
禁
fu
刀
剥
問
書
諸
外
寸
の
河
引
札
制
限
～
っ
き
、
長
の
判
断
の
長
川
竹
か
予
JiJ
フ
る
方
式
叫
J
L

つ
れ
た
何
と

J
て
、
他
に
、

J
L
F

U

J

刊
決
以
降
で
は
、
烹
u
ハ
山
判
ア
点
目
記
二
月
川
H
判
同
同
一
三
／
門
J

刊
当
日
豆
、
し
ぷ
～
川
地
判
日
H
h
U
4
ん
J
r

一
円
一

u
h住
砕
す
詰
日
τ

一
〈
（
ぃ
出
口
々
1hr込T
Z
J

け
ら
れ
る

、問、
J

被
保
書
利
r
叫
が
川
、
店
街
で
ぬ
る
場
ハ
口
で
は
あ
る
も
の
の
、
日
光
r
A
郎
杉
山
下
作
常
者
判
決
ヘ
宇
都
以
内
判
昭
和
問
問
』
：
川

H
九
「
ィ
行
集
↓

V

霊
山
し
守
三
七
一
－
一
ど
を
例
｝
し
て
、
一
高
慢
の
専
門
技
指
ム
勾
刈
断
や
政
主
的
正
一
巴
J

入
パ
白
む
行
政
刀
打
同
一
に
川
小
三
、
点
、
判
陀
汁
出
引
手
先
日

早
ι
l
L
M
7匂
機
花
の
実
効
性
ご
は
限
界
引
為
一
る
も
り
の
、
渋
呼
べ
C
P皐十八

M
t
羽
目
、
結
論
、
合
ど
的
説
得
h
川
手
確
保
一
〈
き
る
ラ
？
ス

で
は
、
判
断
日
刊
笠
剤
事
責
も
了
主
「
性
乞
い
た
つ
モ
幻
で
は
ば
い
し
リ
つ
べ
き
一
」
と
、

H

迎
e

出
野
竺
け
一
）
一
九
支
は
論
ノ
ヲ
匂
）

m」
己
点
？
の
人
権
川
相
億
一
ぬ
る
、
は
「
伝
法
的
竹
山
川
一
へ
U
U
K主

vγJUP
三
ず
汗
以
沼
町
に
刈
）
て
に
、
比
核
問
宮
市
去
の
住
い
係
ト
hi刊

行
わ
れ
て
さ

ptLさ
れ
る
（
己
b

佼
ど
ほ
か

3

現
代

h
i凡
法
へ
門
一
、
有
立
慌
一
J

一J
T
L

斗

）

同

九

ア

I
C
H
Y
f
R
在
日
、
且
J

。
前

山
河
汗
一
日
）
一
八
！
川
、
只
」
但
L

八
枠
ぜ
か
い
判
官
百
円
芋
｝
持
作
ー
さ
せ
ず
）
〆
ば
闘
に
ド
旬
、
わ
て
ぎ
て
い
主
い
；
い
フ
指
摘
か
な
き
れ
て
い

令
（
f

ハ
戸
市
寿
「
弐
呈
詰
と
人
権
論
一
公
正
研
究
七
号
一
二
パ
、
U
A
4
）
、
万
（
ノ
ー
ハ

ι

一）
P
A
V
判
決
が
苔
査
需
－
1
2ぃd
め

t
坦
出

巳
小
F
7
1
t
は
し
泣
い
も
の
の
、
持
侵
？
門
町
内
豆
M

J

U

慌
の
結
持
お
じ
｛
川
で
あ

riー
か
〉
で
み
る
考
え
ら
れ
で
つ
－

へ引
U

－
裁
量
り
一
中
L

U

人
作
一
川
河
、
し
八
特
に
つ
ぎ
、
山
木
降
円
一
日
木
に
日
け
る
竹
内
A
L

庄
司
一
則
の
史
料
」
判
時
弘
一
一
一
号
一
一
口
仁
、
平
一

豆
、
：
ハ
μ

・
ポ
南
斗
い
（

mJ
一ヘノ
1

ハ
パ
ん
コ
ヱ
ど
左
中
国
…
。

「円一
J

F

の仇注目
Jな品川
zn－
許
可
ー
コ
セ
サ
る
Jも
の
こ
〕
ご
、
，
、
戸
。
前
州
内
訂
、
mJJ｝
工
、
一
員
、
海
仲
川
場
一
也
二
点
定
住
と
注
法
円
」
公
ム
河
川
町
ル
ん
に
せ

一二
f
L

ハ

九

円

｝

一

一

二

買

c

例
と
し
て
、
エ
ホ
パ
の
副
人
川
一
也
実
技
桁
ナ
パ
事
叶
批
判
V

成
八
午
一
門
八
川
パ
集
ア
バ
ペ
ポ
γ

一
号

凹
f

ハ
九
貴
一
が
ノ
ケ
げ
ら
れ
て
い
竺

民：38.＇、 91":zorn 1 ' UZihL;・, o9 



川
円
七
人
砕
け
か
及
川
阜
続
杭
カ
均
一
に
あ
る
、
乙
に
よ
れ
、
え
単
打
払
抗
に
際

u
v
t
一J
戎
刊
ιし
り
判
断
勾
ヨ
H
H
J
J市
立
る
と
ρ
A
つ
こ
と
に
つ
き
、
ー
ハ

y

山一司
J
川、

mJ｝
（
〕
一
、
一
八
山
、
阿
部
会
許
ア
山
政
心
示
、
d

え一
y
ム
よ
n
l
J

一
示
板
二
三

j

ん
宮
山
問
、
九
九

4J｝
六
ハ
二
貝
を
参

石、。
ーパ

二
一
川
川
一
郎
1ι

件
以
上
円
比
似
品
則
一
川
ハ
学
教
雫
じ
号
一
九
七
ー
と

J

E

－
－
付
一
什
八
九
Y
1
2
M引、

ヘ
一
円
山
）
及
量
統
制
の
県
立

P
L
て
乃
ぷ
例
川
州
市
山
と
於
門
且
を
ft
一
定
す
る
比
例
原
引
に
つ
き
、
塩
野
宏
「
わ
政
以
～
一
位
如
何
山
川
）
1

有
延
山
内
（
ハ
）

f
v

五
年
v

白
川
、
高
不
V

7

1

比
例
ば
れ
た
心
女
立
化
｜
｜
一
警
察
法
一
と
霊
法
日
間
係
に
つ
い
ご
心
党
合
｜
｜
一
社
口
品

J

一
、
民
経
司
ん
ど

均一梱
d

足
代
ー
υ
I
U
U
K
L
4
九
九
川
良
川
上
－

Z
安
問
、
一
九
九

r
一
一
一
一
円
士
会
ノ
閉
山
c

～
お
）
人
埠
に
そ
山
よ
↑
1
J
h
b
w
J
将、

1

〕
て
の
一
成
詑
Y
Jも
必
ゆ
る
べ
き
」

t
b
－3
閉
じ
た
も
U

子
し
て
、
刊
本
剛
掲
引
問
、
札
一
虫
、
一
ハ
戸
9

前

掲
一
許
一
泊
）
ぺ
八
一
一
J
九
円
、
を
与
F
c
法
者
心
れ
ち
か
、
ど
の
一
で
つ
な
機
的
の
辺
主
か
よ
り
積
柘
的
に
佐
口
一
て
v

る
と
忌
わ
れ
る
は
ぺ

川
都
市
北
市
一
一
川
）
口
二
吉
、
は
、
比
例
ほ
問
、
一
ゲ
」
泣
す
1
v
f
L
活
用
す
令
市
に
週
定
同
時
、
い
併
に
古
川
」
一
ヘ
き
で
な
い
均
台
が
あ
り
、

主
人
ん
、
也
川
場
回
る
叩
叩
広
言
さ
れ
る
、
〆
了
乞
小
す

幻
｝
一
工
川
事
内
容
在
任
に
戸
。
る
出
占
制
限
の
ム
T
E
l
m－
～
つ
い
て
い
り
疑
似
主
主
「
る
ん
小
出
口
I
F

り
村
山
る
J

い
正
一
で
一
が
、
ャ
小
柄
に
お
屯
て
に
こ
り

片

t

コ
い
て
収
ο
ぬ
わ
な
ト
こ
L

と
F
A旬、」

お
」
引
拡

F

一μ
括
討
一
ou
一
一
一
コ
ヌ

P

SJ｝
折
柏
削
持
引
（
S
｝
一
一
瓦
「

へ
小
川
士
見
事
の
判
断
に
お
汁
る
山
出
品
」
r

っ
さ
、
拙
稿
。
者
掲
？
「
主
一
二
一
ヶ
一
F

を
参
凹
い
さ
れ
た
い
れ

引
」
任
7υ

、
p
y
r
u
p／
L
h
r
h
現
在
’
山
市
十
い
う
な
る
ふ
ん
陪
が
い
引
に
？
と
L

句
牛
？
？
か
か
具
体
的
に
1
古川

υ
訂
さ
れ
な
、
md
－

r
ん3
灯
、
沿
体
玖

ゆ
推
討
に
討
す
る
軍
一
亡
の
定
J
吃
μ

汁
怖
も
ぷ
可
能
で
波
打
、
そ
れ
し
官
、
品
阿
川
J

M

い爪
J
J

担い皮叱／刈刊一断す－
Q

」
w
h

一ノ段九川吋一ド
L
人
で
は
五
戸
リ

、
F

一、一，一よ－
1

ノ～山川
E

i

l

け
吋
I
l
L

コ3
J

｝

I
一

｝
j

i

、〉
L

号
I

、三一
L
」｝、
一

し
ー
に
し
！
ノ

3

t

f
で
干
一
z
f
i
一

E

：JZU仁
、
↑
ア
吋
し
ー

む
」
施
設
り
惜
哩
v
岳
山
い
m
d
M
制
を
育
設
的
に

h
k
t

作
心
す
る
ヨ
山
で
は
な
じ
一
所
き
れ
る
ぺ
き
こ
と
に
つ
折
、
川
川
合
汚
社
｛
8
J

一
斗

ヘ向（
U
V
一山世間ーミ、引いん」し

一
刊
日
）
相
1
u
u
÷
刊
抗
一
注
目
附
に
比
川
辺
へ
い
等
査
が
さ
ま
れ
七
到
し
じ
て
、

u
M
M
W
批
判
昭
和
円
h
J
Yリ
一
月
三
C
H訟
月
今
八
巻
ヘ
ロ
一
一
ハ
〕
山
円
、

高
松
高
判
附
和
四
八
斗
一
月
一
一
一
己
ヘ
硲
宅
一
ぷ
月
九
九
六
凡
考
人
f

ハ
只
占
ゅ
の
ム
可
こ
れ
J

は
J
L〆
考
判
決
U
H
の
も
の
で
あ
り
、
反
制
ρ
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半日イタ：jl引究

必
大
性
・
合
理
刊
と
い
う
要
件
三
宮
か
行
L
り

J

て
ず
に
、
「
相
当
ぺ
一
山
市
片
位
。
λ
ャ
」
変
刊
と
に
～
ー
か
ず
の
判
附
に
比
例
性
心
寺
怠
ル
首
ゴ
れ

一、
h
p
」
れ
て
あ
る
〈
ヘ
羽
一

L
、
太
判
決
は
宍
f

h

り
ー
時
脊
の
定
社
内
川
区
で
は
ぷ
く
ぷ
～
片
伴
京
の
一
計
佃
に
お
レ
て
ニ
例
川
日
考
慮
さ
れ

た
二
そ
の
町
一
小
、
一
刊
日
の
L

f

い
て
請
は
、

f
l
－
一
征
半
J

ピ
出
T
f

－
J
h
し
こ
と
、
か
意
味
わ
る
も
の
口
な
，
、
一
一
じ
）
レ
J
A出
品
制
の
店
法
性

を
認
め
る
い
い
ね
む

J

い勺
2
1
－
の
「
ー
請
さ
七
て
あ
匂
と
V

つ
相
刈
的
な
川
収
入
念
し
r

J

ザ
、
山
山
え
ら
れ
t
J
た
と

U
F作
れ
る
ら

トhJ
、
よ
ど
け
勺
判
決
川
、
山
十
r
汗
心
こ
工
と
な
円
分
1

て
お
り
、
凶
Fr
汗
山
ょ
に
二
一
は
、
滞
日
百
発
生
小
山
：
定
的
可
怖
い
｝
そ
の
発
バ
往
年
ヘ
相
h
y

↓

へ
ん
も
川
扶
色
一
の
た
洞
、
」
い
よ
事
工
、
p

h

J

川
一
じ
み
が
行
三
二
ニ
一
ぐ
は
、
北
り
」
心
は
｛
を
古
川
作
一
o
る
こ
ど
に
よ
コ
ろ
よ
c

も

〈

も
、
あ
る
惇
平
が
品
い
戸
～

L

い
1
J

際
に
モ
、
何
U

か
の
h
h
所
足
、
つ

J
1
「
十
日
い
」
と
一
日
包
ぷ
～
ぃ
。
；
と
と
は
令

γ
め
、
組
一
吋
的
な

概
念

prv込
J

な
J
〕

れ

γ
し
、
少
な
ぐ
〈
J
U
一
ム
ど
号
川
北
吐
い
、
与
の
何
ら
か
の
民
主
人
々
｛
さ
の
ο
巳
院
で
は
口
で
あ
て
い
な
い
こ
U

附
さ
れ

る
む
で
め
る
｝
十
ト
ヰ
な
は
が
い
h

ら戸

7
H
d
L込
山
こ
件
拠
し
ず
J

の、
J
の
れ
は
、
同
ム
斗
一
J

U

、比刷川
A

伴
者
企
を
今
必
る
べ
き
で
日
な
】
山
J

J

た
で
為
ろ

～
引
）
パ
鼠
ω
に
は
、
隆
士
玲
ペ
円
相
当
の
寿
駅
主
人
1
M
Yよ
い
引
で
あ
れ
ば
、
民
件
小
川
一
で
る
ー
刊
陪
t
刈
規
制
の
向
山
川

J

日
注
が
f
h
V
4
4
F
z八
町
宮
内
向
刊
の
市
査

は
〈
m
b、
で
？
及
川
ご
つ
に
、
む
し
ろ
、
環
ァ
党
η
ジ
均

ι一G
る
乙
い
よ

4、
作
的
な
規
制
日
目
が
七
も
で
予
行
在
L
U
V
へして
d
N

る
か
ら
、

J

一
む
こ

め
の
子
投
に
つ
い
て
ザ
ν
る
こ
L

門
体
予
イ
可
能
で
あ
る
E
号、え
h

れ
吃
～
科
三
本
判
決
山
主

mm一一C
比
例
州
阿
佐
守
一
ノ
て
J

江
、

Mr
）

込〆
J

芯
7υ

一
、
い
な
山

l

れ
ば
相
川
「
円
程
抗
判
手
訟
め
て
い
た
し
、

γ1
町
此
性
も
f

内
定

J

切
れ
ず
、

7
之
の
た
め
、
出
件
伝
言
あ
－
A

て
一
低
売
し
た
と

トi
h

h

k

ャ一
vγ
帯
別
さ
引
い
h
v
h
b

な
お
、
法
外
】
、
ぃ
、
比
び
fhごと
J
r
リ
て
た
い
l

て
、
相
当
り
著
り
性
ペ
J

な
い
円
以
ご
訟
の
引
の
ヰ
台
上
九
U
ど
行
わ
コ
フ
円
近
法
ー
に
す
請
に
い
げ
」
例
〆
し
一
＼

市
N

J
小
泊
判
平
安
田
土
日
間

d
掲
許
一
三
、
東
民
地
刊
日
間
刊
ヰ
九
年
二
月
（
一

e

F

一に市討
f

し
」
）
が
あ
る
し

「お
J

｝
折
柏
削
持
引
（
只
こ
こ
一
一
八
向
ハ
）

へ
お
－
刊
、
ノ
ば
、
東
5
v氾
判
ド
ぃ
げ
り
年
月

J

ド
判
例
’
F
未
左
載
、
ト
ヘ
阪
ー
一
同
判
ポ
玉
川
ハ
ー
月
仁
己
（
確
定
）
判
判
定
［

51t取

幻
」
引
拡

F

一μ
福山討一
ou
一
一
一
一
一
川
貞

「刊川
J

｝
折
ね
削
持
剖
（
S
｝

二

一

向

ハ

）

一
日
日
）
山
uh
京
泊
目
日
成
一
心
午
一
万
川
一
、
口
前
お
註
（
お
）
こ
の
判
ηγ
は
、
実
体
判
断
の
r凶
で
は
ド
斗
広
＃
で
し
引
い
マ
一
M
M
川
一
構
成
を
乙
均
、
購

読
イ
許
可
一
三
寸
由
法
L

川
附
ー
よ
一
）
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M
W

－

4
利
川
市
町
、
ス
ド
l
y
記
述
に
つ
い
て
一
り
ム
以
売
店
内
乙
泊

r～
北
九

rhycz明
治
に
認
め
ρ
づれ
k

じ
～
羽
存
て
は
ス
ポ
l
y
H恥
に

つ
い
て
も
、
辿
古
川
判
ν

日
様
に
、
一
紙
日
れ
の

t
T置
所
h

v

v
出
1

ご
l
L

以
売
店
か
ら
購
入
す
る
方
法
が
つ
れ
て
し
る
つ

f

什

）

民

U
H
U
を
合
し
た
定
品
川
一
江
井
入
札
こ
い
よ

J
4山
ぜ
か
足
ふ
ん
的
な
手
段
1

〕
し
て
芳
、
？
で
円
一
れ
る
が
、
現
在
い
か
「
川
サ
9
0
新
聞
祇
子
山
っ
し
ご
も

一
則
！
川
町
経
出
U
M売
〈
V
H
ーと

1

う
J
3
U
は
認
め
ら
れ
て
い
か
ゆ
い
ん
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〔
有
記
｝
本
心
三
氏
ム
ゲ
｝
ヂ
え
汁
＼
－
J
f

ノ
九
止
士
、
E
汀
か
わ
ノ
、
ナ
ア
況
灼
日
ー
川
内
て
紙

IUA変
更
の
検
討
が
山
め
さ
れ
に
c

同
年
月
、
右
指
汗
f

杭
山
戎
さ
れ
る

1

大
阪
拘
ィ
一
一
昨
日
叫
桜
丸
ス
ロ
？
」
ば
、
全
国
紙
4MA仙
の
附
託
一
〆
認
め
る
べ
き
旨
J
J
H
A
F
古
を
持
出
え
て

h
日
M

J
、
大
阪

拘
置
所
は
、
司
月
つ
け
、
一
紙
に
明
や
ず
右
射
で
あ
令
乙
川
問
答
人
々
L
た
ω

ヘ二ヘノ
r

ん
2
4

二
月
五
日
ー
へ
住
民
7
4
J

恒
一
一
吋
調
査
｛
巳
へ

の
町
、
さ
車
り
ぷ
ん
じ
こ
一
字
匂

J
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